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(57)【要約】　      （修正有）【課題】構造がコンパク 
トで、容量が大きく、シール性に優れているボタン型電 
池、及びその製造方法を提供する。
【解決手段】上蓋板１００と、極柱２００と、絶縁スリ 
ーブ３００と、底部ケース４００と、電池巻芯５００と 
、封止球体６００とを備えるボタン型電池であって、上 
蓋板１００には、注液孔と、上端が小さく下端が大きい 
段付き貫通孔とが設けられ、極柱２００の上下両端は、 
それぞれ円柱部と頭部２２０であり、絶縁スリーブ３０ 
０は、極柱２００に嵌設され、極柱２００は、頭部２２ 
０が段付き貫通孔の下端に対応し円柱部が段付き貫通孔 
の上端に対応するように、段付き貫通孔内に穿設され、 
電池巻芯５００は、上蓋板１００と底部ケース４００と 
で形成されるキャビティ内に設けられ、封止球体６００ 
は、上蓋板１００に設けられて注液孔を封止する。
【選択図】図２

審査請求　有　請求項の数　9　　ＯＬ　（全13頁）　最終頁に続く



10

20

30

40

50

JP 2022-47459 A 2022.3.24(2)

【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と 、 極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 、 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） と 、 底 部 ケ ー ス （ ４ ０  
０ ） と 、 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） と 、 封 止 球 体 （ ６ ０ ０ ） と を 備 え 、
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） に は 、 注 液 孔 （ １ １ ０ ） と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段 付 き 貫 通  
孔 （ １ ２ ０ ） と が 設 け ら れ 、
前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） の 上 下 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） と 頭 部 （ ２ ２ ０ ） で あ り 、
前 記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） は 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） に 嵌 設 さ れ 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） は  
、 前 記 頭 部 （ ２ ２ ０ ） が 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） の 下 端 に 対 応 し 前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０  
） が 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） の 上 端 に 対 応 す る よ う に 、 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ）  
内 に 穿 設 さ れ 、
前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 開 口 が 開 設 さ れ 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） は 前 記 開 口 に 覆 設 さ  
れ て 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） と で キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し 、 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） は 、 前 記  
キ ャ ビ テ ィ と 連 通 し 、
前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） は 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） の 両  
極 は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） 及 び 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ  
、
前 記 封 止 球 体 （ ６ ０ ０ ） は 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） に 設 け ら れ て 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） を  
封 止 す る こ と を 特 徴 と す る ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 １ の フ ラ ン ジ （ ２ １ １ ） が 設 け ら れ 、 前  
記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） の 上 面 が 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ （ ２ １ １ ） の 下 面 に 当 接 す る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 外 周 面 に 、 環 状 の 位 置 決 め ス ロ ッ ト （ ２ １ ２ ） が 設 け ら れ 、 前 記  
絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） の 内 壁 に 、 前 記 位 置 決 め ス ロ ッ ト （ ２ １ ２ ） に 適 合 す る 環 状 突 起  
（ ３ １ ０ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ボ タ ン 型 電  
池 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） は 、 正 極 シ ー ト （ ５ １ ０ ） と 、 負 極 シ ー ト （ ５ ２ ０ ） と 、 セ パ レ  
ー タ （ ５ ３ ０ ） と を 備 え 、 前 記 正 極 シ ー ト （ ５ １ ０ ） 及 び 前 記 負 極 シ ー ト （ ５ ２ ０ ） は 、  
セ パ レ ー タ （ ５ ３ ０ ） 内 に 巻 回 さ れ て お り 、 前 記 正 極 シ ー ト （ ５ １ ０ ） と 前 記 負 極 シ ー ト  
（ ５ ２ ０ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） 及 び 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 電 気 的 に  
接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 ２ の フ ラ ン ジ （ １ ３ ０ ） が 設 け ら れ 、 前  
記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） が 前 記 開 口 に 張 り 出 す と と も に 、 前 記 第 ２ の フ ラ ン ジ （ １ ３ ０ ） の 下  
面 が 前 記 開 口 の 側 壁 に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） は Ｐ Ｐ 製 品 又 は Ｐ Ｅ 製 品 で あ り 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） は ス  
テ ン レ ス 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 質 で あ り 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） は ニ ッ  
ケ ル 材 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ で あ り 、 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） の 直  
径 は 、 ０ ． １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ り 、 前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 直 径 は 、 １ ～ ４ ｍ ｍ で あ り 、  
前 記 頭 部 （ ２ ２ ０ ） の 直 径 は 、 ３ ～ ８ ｍ ｍ で あ り 、 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） の 前 記 下  
端 の 高 さ は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池  
。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 を 製 造 す る た め の 方 法 で あ り 、
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極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） と を 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） に 取 り 付 け る ス テ ッ プ ａ  
と 、
電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 装 入 し 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） を 前 記 底 部  
ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 取 り 付 け て 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） と で  
前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 包 み 込 み 、 次 い で 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） を 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４  
０ ０ ） に 溶 接 す る ス テ ッ プ ｂ と 、
注 液 孔 （ １ １ ０ ） に よ り 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） と で 形 成 さ  
れ る キ ャ ビ テ ィ に 電 解 液 を 注 入 し 、 エ ー ジ ン グ し た 後 、 前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 化 成 す  
る ス テ ッ プ ｃ と 、
前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） を 封 止 球 体 （ ６ ０ ０ ） で 封 止 す る ス テ ッ プ ｄ と 、 を 含 む こ と を 特 徴  
と す る ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ス テ ッ プ ａ は 、 具 体 的 に は 、
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） 上 に お い て 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段  
付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） を 作 製 す る ス テ ッ プ ａ １ と 、
前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） の 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） 及 び 頭 部 （ ２ ２ ０ ） を 作 製 し 、 次 に 、 前 記 極 柱 （  
２ ０ ０ ） を 、 前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） と 前 記 頭 部 （ ２ ２ ０ ） が 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ）  
の 上 端 と 下 端 に そ れ ぞ れ 対 応 す る よ う に 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） に 挿 入 す る ス テ ッ プ  
ａ ２ と 、
前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と を 位 置 決 め し 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 前 記  
上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と の 間 に 絶 縁 材 料 を 注 入 し て 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） を 形 成 す る ス  
テ ッ プ ａ ３ と 、
前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 上 端 に 第 １ の フ ラ ン ジ （ ２ １ １ ） を 据 込 み 加 工 で 形 成 す る ス テ ッ  
プ ａ ４ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ス テ ッ プ ｂ の 前 に 、 正 極 シ ー ト （ ５ １ ０ ） 、 負 極 シ ー ト （ ５ ２ ０ ） 及 び セ パ レ ー タ （  
５ ３ ０ ） を 巻 回 し て 前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 ８ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 エ ネ ル ギ ー 蓄 積 装 置 の 分 野 に 関 し 、 特 に ボ タ ン 型 電 池 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す  
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ボ タ ン 型 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 は 、 体 積 が 小 さ く 、 電 圧 が 安 定 し 、 動 作 温 度 の 範 囲 が 広 く 、  
保 存 寿 命 が 長 い な ど の 特 徴 を 有 し 、 コ ン ピ ュ ー タ マ ザ ー ボ ー ド 、 電 卓 、 ス マ ー ト ウ ォ ッ チ  
、 リ モ コ ン 、 ス マ ー ト バ ン ド 、 Ｔ Ｗ Ｓ ブ ル ー ト ゥ ー ス （ 登 録 商 標 ） ヘ ッ ド セ ッ ト 及 び 電 子  
玩 具 等 の 様 々 な 製 品 に 広 く 適 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ボ タ ン 型 電 池 は 、 一 般 に 、 ケ ー ス と 、 ケ ー ス に 穿 設 さ れ た 極 柱 と を 備 え 、 既 存 の ボ タ ン 型  
電 池 の ケ ー ス 及 び 極 柱 は 、 体 積 が 大 き く 、 特 に 極 柱 が ケ ー ス 内 に 伸 び て ボ タ ン 型 電 池 の 内  
部 空 間 を 大 き く 占 有 す る た め 、 ボ タ ン 型 電 池 の 内 部 空 間 が 小 さ く な り 内 部 空 間 が 効 率 的 に  
利 用 で き ず 、 さ ら に 電 池 巻 芯 の 体 積 が 小 さ く 、 容 量 が 低 く な り 、 ボ タ ン 型 電 池 が 小 型 で エ  
ネ ル ギ ー 密 度 が 高 い と い う 利 点 を 効 果 的 に 発 揮 で き な く な る 。 そ れ と と も に 、 延 在 し て い  
る 極 柱 に よ り 、 巻 芯 の 金 属 テ ー プ と の 溶 接 が 困 難 と な り 、 極 柱 が 巻 芯 の 金 属 テ ー プ か ら 抜  
け や す く な り 、 ボ タ ン 型 電 池 に あ る 程 度 の 安 全 上 の リ ス ク を も た ら す 。 ま た 、 ボ タ ン 型 電  
池 内 部 で 化 学 反 応 が 発 生 し 、 ボ タ ン 型 電 池 に 漏 洩 が 発 生 し や す い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ １ ９ － ５ ３ ６ ２ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 少 な く と も 従 来 の 技 術 に 存 在 す る 技 術 的 問 題 の 一 つ を 解 決 す る こ と を 目 的 と す  
る 。 こ の た め に 、 本 発 明 は 、 構 造 が コ ン パ ク ト で 、 容 量 が 大 き く 、 シ ー ル 性 に 優 れ て い る  
ボ タ ン 型 電 池 を 提 供 す る 。 本 発 明 は 、 さ ら に ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 第 １ の 態 様 の 実 施 例 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 は 、 上 蓋 板 と 、 極 柱 と 、 絶 縁 ス リ ー ブ と  
、 底 部 ケ ー ス と 、 電 池 巻 芯 と 、 封 止 球 体 と を 備 え 、 上 蓋 板 に は 、 注 液 孔 と 、 上 端 が 小 さ く  
下 端 が 大 き い 段 付 き 貫 通 孔 と が 設 け ら れ 、 極 柱 の 上 下 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 円 柱 部 と 頭 部 で あ  
り 、 絶 縁 ス リ ー ブ は 、 極 柱 に 嵌 設 さ れ 、 極 柱 は 、 頭 部 が 段 付 き 貫 通 孔 の 下 端 に 対 応 し 円 柱  
部 が 段 付 き 貫 通 孔 の 上 端 に 対 応 す る よ う に 、 段 付 き 貫 通 孔 内 に 穿 設 さ れ 、 底 部 ケ ー ス に 開  
口 が 開 設 さ れ 、 上 蓋 板 は 開 口 に 覆 設 さ れ て 前 記 底 部 ケ ー ス と で キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し 、 前 記  
注 液 孔 は 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ と 連 通 し 、 電 池 巻 芯 は 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 設 け ら れ 、 電 池 巻 芯 の  
両 極 は 、 そ れ ぞ れ 、 底 部 ケ ー ス と 極 柱 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 封 止 球 体 は 、 前 記 上 蓋 板  
に 設 け ら れ て 前 記 注 液 孔 を 封 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 は 、 少 な く と も 次 の よ う な 有 益 な 効 果 を 有 す る 。 上 蓋  
板 、 極 柱 及 び 絶 縁 ス リ ー ブ で 蓋 板 構 造 が 構 成 さ れ 、 頭 部 が 段 付 き 貫 通 孔 内 に 埋 ま る た め 、  
蓋 板 構 造 の 全 体 的 な 厚 さ が 小 さ く 、 体 積 も 小 さ く 、 上 蓋 板 の 下 方 の 空 間 が 極 柱 に 占 め ら れ  
ず 、 ボ タ ン 型 電 池 の 大 部 分 の 内 部 空 間 が 、 電 池 巻 芯 を 収 容 す る た め に 使 用 す る こ と が で き  
、 体 積 及 び 容 量 の よ り 大 き い 電 池 巻 芯 を 用 い る こ と が で き 、 ボ タ ン 型 電 池 の 容 量 を 向 上 さ  
せ る こ と が で き る 。 絶 縁 ス リ ー ブ に よ り 、 上 蓋 板 と 極 柱 と の 間 が 絶 縁 さ れ 、 蓋 板 構 造 の 全  
体 と ボ タ ン 型 電 池 の 全 体 の 構 造 が コ ン パ ク ト で 構 造 が 巧 み で あ る 。 注 液 孔 に よ り キ ャ ビ テ  
ィ に 電 解 液 を 注 入 す る こ と が で き 、 電 池 巻 芯 の 化 成 に よ り 発 生 し た ガ ス を 注 液 孔 を 通 し て  
排 出 し た 後 、 封 止 球 体 に よ り 注 液 孔 を 封 止 し て 、 ボ タ ン 型 電 池 の シ ー ル 性 を 確 保 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 円 柱 部 の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 １ の フ ラ ン ジ が  
設 け ら れ 、 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ の 上 面 が 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ の 下 面 に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 円 柱 部 の 外 周 面 に 環 状 の 位 置 決 め ス ロ ッ ト が 設 け  
ら れ 、 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ の 内 壁 に 、 前 記 位 置 決 め ス ロ ッ ト に 適 合 す る 環 状 突 起 が 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 電 池 巻 芯 は 、 正 極 シ ー ト と 、 負 極 シ ー ト と 、 セ パ  
レ ー タ と を 備 え 、 前 記 正 極 シ ー ト 及 び 前 記 負 極 シ ー ト は 、 セ パ レ ー タ 内 に 巻 回 さ れ て お り  
、 前 記 正 極 シ ー ト と 前 記 負 極 シ ー ト は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 極 柱 及 び 前 記 底 部 ケ ー ス に 電 気 的  
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 上 蓋 板 の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 ２ の フ ラ ン ジ が  
設 け ら れ 、 前 記 上 蓋 板 が 前 記 開 口 内 に 張 り 出 す と と も に 、 前 記 第 ２ の フ ラ ン ジ の 下 面 が 前  
記 開 口 の 側 壁 に 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ は Ｐ Ｐ 製 品 又 は Ｐ Ｅ 製 品 で あ り 、 前  
記 上 蓋 板 は ス テ ン レ ス 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 質 で あ り 、 前 記 極 柱 は ニ  
ッ ケ ル 材 質 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 上 蓋 板 の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ で あ っ て よ  
く 、 前 記 注 液 孔 の 直 径 は 、 ０ ． １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て よ く 、 前 記 円 柱 部 の 直 径 は 、 １ ～  
４ ｍ ｍ で あ っ て よ く 、 前 記 頭 部 の 直 径 は 、 ３ ～ ８ ｍ ｍ で あ っ て よ く 、 前 記 段 付 き 貫 通 孔 の  
前 記 下 端 の 高 さ は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 第 ２ の 態 様 の 実 施 例 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 は 、 上 記 ボ タ ン 型 電 池 を 製 造  
す る た め の 方 法 で あ り 、 極 柱 と 絶 縁 ス リ ー ブ と を 上 蓋 板 に 取 り 付 け る ス テ ッ プ ａ と 、 電 池  
巻 芯 を 底 部 ケ ー ス に 装 入 し 、 前 記 上 蓋 板 を 前 記 底 部 ケ ー ス に 取 り 付 け て 、 前 記 上 蓋 板 と 前  
記 底 部 ケ ー ス と で 前 記 電 池 巻 芯 を 包 み 、 次 い で 前 記 上 蓋 板 を 前 記 底 部 ケ ー ス に 溶 接 す る ス  
テ ッ プ ｂ と 、 注 液 孔 に よ り 、 前 記 上 蓋 板 と 前 記 底 部 ケ ー ス と で 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ に 電  
解 液 を 注 入 し 、 エ ー ジ ン グ し た 後 、 前 記 電 池 巻 芯 を 化 成 す る ス テ ッ プ ｃ と 、 前 記 注 液 孔 を  
封 止 球 体 で 封 止 す る ス テ ッ プ ｄ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 の 作 製 方 法 に よ れ ば 、 少 な く と も 次 の よ う な 有 益 な 効  
果 を 有 す る 。 ま ず 極 柱 と 絶 縁 ス リ ー ブ と を 上 蓋 板 に 取 り 付 け る こ と で 、 後 で 上 蓋 板 と 底 部  
ケ ー ス と で 電 池 巻 芯 を 包 ん で 取 り 付 け る こ と を 容 易 に し 、 他 の 部 材 が 極 柱 と 絶 縁 ス リ ー ブ  
の 取 り 付 け を 干 渉 す る こ と な く 、 極 柱 と 絶 縁 ス リ ー ブ を 上 蓋 板 に 取 り 付 け る 効 率 が 向 上 す  
る 。 注 液 孔 に よ り 、 上 蓋 板 と 前 記 底 部 ケ ー ス と で 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ に 電 解 液 を 迅 速 か  
つ 容 易 に 注 入 す る こ と が で き る と と も に 、 電 池 巻 芯 の エ ー ジ ン グ で 発 生 し た ガ ス を 排 出 す  
る こ と が で き 、 キ ャ ビ テ ィ 内 外 の 気 圧 バ ラ ン ス を 調 整 し た 後 に 封 止 球 体 に よ り 注 液 孔 を 封  
止 し て 、 ボ タ ン 型 電 池 の シ ー ル 性 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 ス テ ッ プ ａ は 、 具 体 的 に は 、 前 記 上 蓋 板 に お い て  
前 記 注 液 孔 と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段 付 き 貫 通 孔 を 作 製 す る ス テ ッ プ ａ １ と 、 前 記  
極 柱 の 円 柱 部 及 び 頭 部 を 作 製 し 、 次 に 、 前 記 極 柱 を 、 前 記 円 柱 部 と 前 記 頭 部 が 前 記 段 付 き  
貫 通 孔 の 上 端 と 下 端 に そ れ ぞ れ 対 応 す る よ う に 前 記 段 付 き 貫 通 孔 に 挿 入 す る ス テ ッ プ ａ ２  
と 、 前 記 極 柱 と 前 記 上 蓋 板 と を 位 置 決 め し 、 前 記 極 柱 と 前 記 上 蓋 板 と の 間 に 絶 縁 材 料 を 注  
入 し て 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ を 形 成 す る ス テ ッ プ ａ ３ と 、 前 記 円 柱 部 の 上 端 に 第 １ の フ ラ ン ジ  
を 据 込 み 加 工 で 形 成 す る ス テ ッ プ ａ ４ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 前 記 ス テ ッ プ ｂ の 前 に 、 正 極 シ ー ト 、 負 極 シ ー ト 及 び  
セ パ レ ー タ を 巻 回 し て 前 記 電 池 巻 芯 を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 付 加 的 な 態 様 及 び 利 点 は 、 以 下 の 説 明 に お い て 部 分 的 に 述 べ ら れ 、 こ の 説 明 か ら  
一 部 は 明 ら か に な る か 、 又 は 、 本 発 明 の 実 施 に よ り 理 解 さ れ 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 上 記 及 び ／ 又 は 付 加 的 な 態 様 及 び 利 点 は 、 以 下 の 図 面 を 参 照 し な が ら 実 施 例 の 説  
明 か ら 明 ら か に な り 、 か つ 分 か り や す く な る 。
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 の 上 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 蓋 板 構 造 の 半 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に お け る Ａ 箇 所 の 部 分 拡 大 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る が 、 実 施 例 の 実 例 が 図 面 に お い て 示 さ れ る  
が 、 全 実 施 例 を 通 し て 同 一 若 し く は 類 似 の 符 号 が 、 同 一 若 し く は 類 似 の 部 品 又 は 同 一 若 し  
く は 類 似 の 機 能 を 有 す る 部 品 を 表 す 。 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 実 施 例 が 例 示 的  
な も の で あ り 、 本 発 明 を 解 釈 す る た め の み で あ り 、 本 発 明 を 制 限 す る よ う に 解 釈 さ れ て は  
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な ら な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 説 明 で は 、 方 位 の 説 明 に つ い て 、 例 え ば 、 上 、 下 、 前 、 後 、 左 、 右 等 で 示 す 方 位  
や 位 置 関 係 は 、 図 面 に 基 づ い て 示 さ れ る 方 位 や 位 置 関 係 で あ っ て も よ く 、 本 発 明 を 説 明 し  
か つ 説 明 を 簡 略 化 す る た め の も の で あ り 、 示 さ れ る 装 置 又 は 要 素 が 特 定 の 方 位 を 有 し 、 特  
定 の 方 位 で 構 成 し て 操 作 し な け れ ば な ら な い こ と を 明 示 的 又 は 暗 示 的 に 示 す も の で は な い  
た め 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い と 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 本 発 明 の 説 明 に お い て 述 べ て い る 第 １ 、 第 ２ は 、 単 に 構 成 要 素 を 区 別 す る こ と を 目  
的 と し た も の で あ り 、 相 対 的 な 重 要 性 若 し く は 構 成 要 素 の 数 若 し く は 構 成 要 素 の 前 後 関 係  
を 意 味 し 又 は 示 唆 す る も の と し て 理 解 す べ き で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 開 示 の 説 明 に お い て 、 明 示 さ れ た 限 定 が 存 在 し な い 限 り 、 「 設 け る 」 、 「 取 り 付 け る 」  
、 及 び 「 接 続 」 な ど の 用 語 は 、 広 義 で 理 解 さ れ る べ き で あ り 、 当 業 者 で あ れ ば 、 技 術 的 解  
決 手 段 の 具 体 的 な 内 容 に よ り 、 本 発 明 に お け る 上 記 用 語 の 具 体 的 な 意 味 を 合 理 的 に 判 定 で  
き る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 は 、 上 蓋 板 １ ０ ０ と 、 極 柱 ２ ０ ０  
と 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ と 、 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ と 、 封 止 球 体 ６ ０ ０ と  
を 備 え 、 上 蓋 板 １ ０ ０ に は 、 注 液 孔 １ １ ０ と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段 付 き 貫 通 孔 １  
２ ０ と が 設 け ら れ る 。 極 柱 ２ ０ ０ の 上 下 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 円 柱 部 ２ １ ０ と 頭 部 ２ ２ ０ で あ  
る 。 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ は 、 極 柱 ２ ０ ０ に 嵌 設 さ れ る 。 極 柱 ２ ０ ０ は 、 頭 部 ２ ２ ０ が 段 付  
き 貫 通 孔 １ ２ ０ の 下 端 に 対 応 し 円 柱 部 ２ １ ０ が 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ の 上 端 に 対 応 す る よ う  
に 、 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ 内 に 穿 設 さ れ る 。 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ に 開 口 が 開 設 さ れ 、 上 蓋 板 １  
０ ０ は 開 口 に 覆 設 さ れ て 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と で キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し 、 注 液 孔 １ １ ０ は 、 キ  
ャ ビ テ ィ と 連 通 す る 。 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ は 、 キ ャ ビ テ ィ 内 に 設 け ら れ 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ の 両  
極 は 、 そ れ ぞ れ 、 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ 及 び 極 柱 ２ ０ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 封 止 球 体 ６ ０  
０ は 、 上 蓋 板 １ ０ ０ に 設 け ら れ て 注 液 孔 １ １ ０ を 封 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 蓋 板 １ ０ ０ 、 極 柱 ２ ０ ０ 及 び 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ は 蓋 板 構 造 を 構 成 し 、 円 柱 部 ２ １ ０ は  
絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ を 連 れ て 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ に 挿 入 さ れ て 上 蓋 板 １ ０ ０ か ら 延 出 し 、  
頭 部 ２ ２ ０ は 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ を 介 し て 段 付 き 通 孔 １ ２ ０ の 内 壁 に 当 接 さ れ る こ と で 、  
極 柱 ２ ０ ０ と 上 蓋 板 １ ０ ０ が 相 対 的 に 固 定 さ れ る 。 頭 部 ２ ２ ０ が 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ 内 に  
埋 ま る た め 、 蓋 板 構 造 の 全 体 的 な 厚 さ が 小 さ く 、 体 積 も 小 さ く 、 上 蓋 板 １ ０ ０ の 下 方 の 空  
間 が 極 柱 ２ ０ ０ に 占 め ら れ ず 、 ボ タ ン 型 電 池 の 大 部 分 の 内 部 空 間 が 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 収  
容 す る た め に 使 用 す る こ と が で き 、 体 積 及 び 容 量 の よ り 大 き い 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 用 い る こ  
と が で き 、 そ れ に よ っ て ボ タ ン 型 電 池 の 容 量 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 絶 縁 ス リ ー ブ ３  
０ ０ に よ り 、 上 蓋 板 １ ０ ０ と 極 柱 ２ ０ ０ と の 間 が 絶 縁 さ れ 、 蓋 板 構 造 の 全 体 と ボ タ ン 型 電  
池 の 全 体 の 構 造 が コ ン パ ク ト で 構 造 が 巧 み で あ る 。 注 液 孔 １ １ ０ を 通 し て キ ャ ビ テ ィ に 電  
解 液 を 注 入 す る こ と が で き 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ が 化 成 し て 発 生 し た ガ ス が 注 液 孔 １ １ ０ を 通  
じ て 排 出 さ れ た 後 、 封 止 球 体 ６ ０ ０ に よ っ て 注 液 孔 １ １ ０ が 封 止 さ れ 、 ボ タ ン 型 電 池 の シ  
ー ル 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
理 解 で き る よ う に 、 頭 部 ２ ２ ０ の 下 面 と 上 蓋 板 １ ０ ０ の 下 面 と が 面 一 と な っ て い る こ と に  
よ り 、 極 柱 ２ ０ ０ が 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ に 必 要 な 空 間 を 下 方 へ 占 め る こ と が な く 、 よ り 大 容 量  
の 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 設 け る た め に ボ タ ン 型 電 池 が 十 分 に 大 き な 内 部 空 間 を 有 す る よ う に 確  
保 さ れ る と と も に 、 極 柱 ２ ０ ０ の 下 面 が 平 坦 に な り 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ と 極 柱 ２ ０ ０ と の 溶  
接 に 有 利 に な る 。 円 柱 部 ２ １ ０ の 上 面 は 、 上 蓋 板 １ ０ ０ の 上 面 と 面 一 で あ っ て も よ く 、 も  
ち ろ ん 、 円 柱 部 ２ １ ０ は 、 上 蓋 板 １ ０ ０ に お い て 突 出 し て い る よ う に 、 上 蓋 板 １ ０ ０ の 外  
部 ま で 延 伸 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 す る と 、 円 柱 部 ２ １ ０ の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １  
が 設 け ら れ 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ の 上 面 が 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ の 下 面 に 当 接 す る 。 第 １  
の フ ラ ン ジ ２ １ １ は 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ が 円 柱 部 ２ １ ０ で 上 方 へ 移 動 す る こ と を 規 制 し  
て 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ が 極 柱 ２ ０ ０ か ら 抜 け る こ と を 回 避 し 、 さ ら に 、 極 柱 ２ ０ ０ と 上  
蓋 板 １ ０ ０ と の 間 の 絶 縁 を 確 保 す る こ と が で き る 。 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ の 直 径 は 、 段 付  
き 貫 通 孔 １ ２ ０ の 最 小 直 径 よ り も 小 さ く 、 こ う す る こ と で 、 極 柱 ２ ０ ０ の 上 端 が 上 蓋 板 １  
０ ０ の 上 方 ま で 延 伸 す る こ と を 確 保 す る こ と が で き る 。 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ に は 絶 縁 ス  
リ ー ブ ３ ０ ０ が 嵌 設 さ れ ず 、 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ が 上 蓋 板 １ ０ ０ の 外 部 ま で 延 伸 し て お  
り 、 こ う す る こ と で 、 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ と 上 蓋 板 １ ０ ０ が 短 絡 に な る リ ス ク を 低 減 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
他 の 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 円 柱 部 ２ １ ０ の 外 周 面 に 環 状 の 位 置 決 め ス ロ ッ ト ２ １ ２ が  
設 け ら れ 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ の 内 壁 に 、 位 置 決 め ス ロ ッ ト ２ １ ２ に 適 合 す る 環 状 突 起 ３  
１ ０ が 設 け ら れ て い る 。 環 状 突 起 ３ １ ０ が 位 置 決 め ス ロ ッ ト ２ １ ２ 内 に 係 合 さ れ る こ と に  
よ り 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ が 極 柱 ２ ０ ０ に お い て 上 下 に ス ラ イ ド す る 現 象 を 回 避 し 、 極 柱  
２ ０ ０ と 上 蓋 板 １ ０ ０ と の 間 の 絶 縁 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 で は 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ は 、 正 極 シ ー ト ５ １ ０ と 、 負 極 シ ー ト ５ ２  
０ と 、 セ パ レ ー タ ５ ３ ０ と を 備 え 、 正 極 シ ー ト ５ １ ０ お よ び 負 極 シ ー ト ５ ２ ０ は 、 セ パ レ  
ー タ ５ ３ ０ 内 に 巻 回 さ れ て お り 、 正 極 シ ー ト ５ １ ０ お よ び 負 極 シ ー ト ５ ２ ０ は 、 そ れ ぞ れ  
、 極 柱 ２ ０ ０ 及 び 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 正 極 シ ー ト ５ １ ０ と 負 極  
シ ー ト ５ ２ ０ は 、 交 互 に 配 置 さ れ て 内 芯 を 形 成 し 、 セ パ レ ー タ ５ ３ ０ は 、 内 芯 を 包 ん で 巻  
回 さ れ て 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 形 成 す る 。 正 極 シ ー ト ５ １ ０ は 、 正 極 活 物 質 、 接 着 剤 及 び 導 電  
性 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク か ら な り 、 正 極 活 物 質 は 、 コ バ ル ト 酸 リ チ ウ ム 、 マ ン ガ ン 酸 リ チ ウ ム  
、 ニ ッ ケ ル コ バ ル ト マ ン ガ ン 酸 リ チ ウ ム 、 ニ ッ ケ ル コ バ ル ト ア ル ミ ン 酸 リ チ ウ ム 、 リ ン 酸  
鉄 リ チ ウ ム の う ち の 一 種 又 は 複 数 か ら な る も の で あ っ て も よ い 。 負 極 シ ー ト ５ ２ ０ は 、 負  
極 活 物 質 、 接 着 剤 及 び 導 電 性 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク か ら な り 、 負 極 活 物 質 は 、 黒 鉛 、 チ タ ン 酸  
リ チ ウ ム 、 ケ イ 酸 負 極 及 び 合 金 負 極 な ど で あ っ て も よ い 。 正 極 シ ー ト ５ １ ０ 、 負 極 シ ー ト  
５ ２ ０ 及 び セ パ レ ー タ ５ ３ ０ を 、 必 要 な 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ に な る よ う に 巻 回 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 上 蓋 板 １ ０ ０ の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 ２ の フ ラ ン ジ  
１ ３ ０ が 設 け ら れ 、 上 蓋 板 １ ０ ０ は 、 開 口 内 に 張 り 出 す と と も に 、 第 ２ の フ ラ ン ジ １ ３ ０  
の 下 面 が 開 口 の 側 壁 に 当 接 す る 。 第 ２ の フ ラ ン ジ １ ３ ０ と 開 口 と の 嵌 合 に よ り 、 上 蓋 板 １  
０ ０ が 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ に 係 止 さ れ た 状 態 と な り 、 上 蓋 板 １ ０ ０ と 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と の  
迅 速 な 接 続 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 上 蓋 板 １ ０ ０ に 注 液 孔 １ １ ０ が 設 け ら れ 、 注 液 孔 １ １  
０ が 、 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と 上 蓋 板 １ ０ ０ と で 形 成 さ れ た キ ャ ビ テ ィ と 連 通 し 、 電 解 液 が 注  
液 孔 １ １ ０ を 通 す こ と が で き る 。 確 保 さ れ た 注 液 孔 １ １ ０ に よ り 、 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と 上  
蓋 板 １ ０ ０ と で 形 成 さ れ た キ ャ ビ テ ィ に 電 解 液 を 容 易 か つ 迅 速 に 注 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ は Ｐ Ｐ 製 品 又 は Ｐ Ｅ 製 品 で あ る 。  
Ｐ Ｐ 製 品 及 び Ｐ Ｅ 製 品 は プ ラ ス チ ッ ク 製 品 で あ り 、 材 料 を 容 易 に 入 手 で き て 価 格 が 安 い 。  
Ｐ Ｐ と Ｐ Ｅ で 低 温 射 出 成 形 に よ り 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 上 蓋 板 １  
０ ０ は ス テ ン レ ス 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 質 で あ る 。 ス テ ン レ ス 鋼 、 ア  
ル ミ ニ ウ ム 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の 構 造 強 度 が 高 く 、 汎 用 的 な 材 料 で あ り 、 材 料 を 容 易 に  
入 手 で き て 加 工 し や す い 。 極 柱 ２ ０ ０ は ニ ッ ケ ル 材 質 で あ る 。 封 止 球 体 ６ ０ ０ は 鋼 球 で あ  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に お い て 、 上 蓋 板 １ ０ ０ の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ で あ っ て  
よ く 、 注 液 孔 １ １ ０ の 直 径 は 、 ０ ． １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て よ く 、 円 柱 部 ２ １ ０ の 直 径 は  
、 １ ～ ４ ｍ ｍ で あ っ て よ く 、 頭 部 ２ ２ ０ の 直 径 は 、 ３ ～ ８ ｍ ｍ で あ っ て よ く 、 段 付 き 貫 通  
孔 １ ２ ０ の 下 端 の 高 さ は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 実 施 例 に お い て 、 上 蓋 板 １ ０ ０ の 厚 さ は １ ． ０ ｍ ｍ 、 注 液 孔 １ １ ０ の 直 径 は １ ． ０ ｍ ｍ  
、 円 柱 部 ２ １ ０ の 直 径 は ３ ｍ ｍ 、 頭 部 ２ ２ ０ の 直 径 は ５ ｍ ｍ 、 封 止 球 体 ６ ０ ０ の 直 径 は 注  
液 孔 １ １ ０ の 直 径 よ り も ０ ． ２ ～ ０ ． ３ ｍ ｍ 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 に 係 る ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 は 、 上 記 ボ タ ン 型 電 池 を 製 造 す る た め の 方 法 で あ り  
、 極 柱 ２ ０ ０ と 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ と を 上 蓋 板 １ ０ ０ に 取 り 付 け る ス テ ッ プ ａ と 、 電 池 巻  
芯 ５ ０ ０ を 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ に 装 入 し 、 上 蓋 板 １ ０ ０ を 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ に 取 り 付 け て 、  
上 蓋 板 １ ０ ０ と 前 記 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と で 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 包 み 込 み 、 次 い で 上 蓋 板 １ ０  
０ を 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ に 溶 接 す る ス テ ッ プ ｂ と 、 注 液 孔 １ １ ０ に よ り 、 上 蓋 板 １ ０ ０ と 底  
部 ケ ー ス ４ ０ ０ と で 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ に 電 解 液 を 注 入 し 、 エ ー ジ ン グ し た 後 、 電 池 巻  
芯 ５ ０ ０ を 化 成 す る ス テ ッ プ ｃ と 、 注 液 孔 １ １ ０ を 封 止 球 体 ６ ０ ０ で 封 止 す る ス テ ッ プ ｄ  
と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま ず 極 柱 ２ ０ ０ と 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ と を 上 蓋 板 １ ０ ０ に 取 り 付 け る こ と で 、 後 で 上 蓋 板  
１ ０ ０ と 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と で 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 包 ん で 取 り 付 け る こ と を 容 易 に し 、 他 の  
部 材 が 極 柱 ２ ０ ０ と 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ の 取 り 付 け を 干 渉 す る こ と な く 、 極 柱 ２ ０ ０ と 絶  
縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ を 上 蓋 板 １ ０ ０ に 取 り 付 け る 効 率 が 向 上 す る 。 注 液 孔 １ １ ０ に よ り 、 上  
蓋 板 １ ０ ０ と 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と で 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ に 電 解 液 を 迅 速 か つ 容 易 に 注 入  
す る こ と が で き る と と も に 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ の エ ー ジ ン グ で 発 生 し た ガ ス を 排 出 す る こ と  
が で き 、 キ ャ ビ テ ィ 内 外 の 気 圧 バ ラ ン ス を 調 整 し た 後 に 封 止 球 体 ６ ０ ０ に よ り 注 液 孔 １ １  
０ を 封 止 し て 、 ボ タ ン 型 電 池 の シ ー ル 性 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 実 施 例 に よ れ ば 、 ス テ ッ プ ａ は 、 具 体 的 に は 、 以 下 ス テ ッ プ ａ １ ～ ス テ  
ッ プ ａ ４ の サ ブ ス テ ッ プ を 含 む 。 ス テ ッ プ ａ １ で は 、 上 蓋 板 １ ０ ０ に お い て 注 液 孔 １ １ ０  
と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ を 作 製 す る 。 ス テ ッ プ ａ ２ で は 、 極 柱  
２ ０ ０ の 円 柱 部 ２ １ ０ 及 び 頭 部 ２ ２ ０ を 作 製 し 、 次 に 、 極 柱 ２ ０ ０ を 、 円 柱 部 ２ １ ０ と 頭  
部 ２ ２ ０ が 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ の 上 端 と 下 端 に そ れ ぞ れ 対 応 す る よ う に 段 付 き 貫 通 孔 １ ２  
０ に 挿 入 し 、 こ う す れ ば 、 上 蓋 板 １ ０ ０ と 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ と で 形 成 さ れ る キ ャ ビ テ ィ の  
空 間 が 極 柱 ２ ０ ０ に 占 め ら れ な い た め 、 体 積 及 び 容 量 の よ り 大 き い 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 用 い  
る こ と が で き 、 最 終 的 に ボ タ ン 型 電 池 の 容 量 を 最 大 化 す る こ と が で き る 。 ス テ ッ プ ａ ３ で  
は 、 極 柱 ２ ０ ０ と 上 蓋 板 １ ０ ０ を 位 置 決 め し 、 極 柱 ２ ０ ０ と 上 蓋 板 １ ０ ０ と の 間 に 絶 縁 材  
料 を 注 入 し て 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ を 形 成 し 、 絶 縁 ス リ ー ブ ３ ０ ０ は 、 射 出 成 型 に よ り 作 製  
さ れ 、 極 柱 ２ ０ ０ を 十 分 に 包 み 込 ん で 、 極 柱 ２ ０ ０ と 上 蓋 板 １ ０ ０ と の 間 の 絶 縁 を 確 保 す  
る こ と が で き る 。 ス テ ッ プ ａ ４ で は 、 円 柱 部 ２ １ ０ の 上 端 に 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ を 据 込  
み 加 工 で 形 成 し 、 第 １ の フ ラ ン ジ ２ １ １ を 据 込 み 加 工 で 形 成 す る 過 程 に お い て 、 極 柱 ２ ０  
０ が 膨 張 し て 、 段 付 き 貫 通 孔 １ ２ ０ に お け る シ ー ル 性 を よ り 高 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 の 幾 つ か の 態 様 に お い て 、 前 記 ス テ ッ プ ｂ の 前 に 、 正 極 シ ー ト ５ １ ０ 、 負 極 シ ー ト  
５ ２ ０ 及 び セ パ レ ー タ ５ ３ ０ を 巻 回 し て 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 事 前  
に 正 極 シ ー ト ５ １ ０ 、 負 極 シ ー ト ５ ２ ０ 及 び セ パ レ ー タ ５ ３ ０ を 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ に 作 製 す  
る と 、 電 池 巻 芯 ５ ０ ０ を 容 易 か つ 迅 速 に 底 部 ケ ー ス ４ ０ ０ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施  
例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 当 業 者 が 備 え る 知 識 の 範 囲 内 で 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 す る  
こ と な く 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ ０ ０   上 蓋 板
１ １ ０   注 液 孔
１ ２ ０   段 付 き 貫 通 孔
１ ３ ０   第 ２ の フ ラ ン ジ
２ ０ ０   極 柱
２ １ ０   円 柱 部
２ ２ ０   頭 部
２ １ １   第 １ の フ ラ ン ジ
２ １ ２   位 置 決 め ス ロ ッ ト
３ ０ ０   絶 縁 ス リ ー ブ
３ １ ０   環 状 突 起
４ ０ ０   底 部 ケ ー ス
５ ０ ０   電 池 巻 芯
５ １ ０   正 極 シ ー ト
５ ２ ０   負 極 シ ー ト
５ ３ ０   セ パ レ ー タ
６ ０ ０   封 止 球 体
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 2 月 1 5 日 ( 2 0 2 2 . 2 . 1 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と 、 極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 、 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） と 、 底 部 ケ ー ス （ ４ ０  
０ ） と 、 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） と 、 封 止 球 体 （ ６ ０ ０ ） と を 備 え 、
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） に は 、 注 液 孔 （ １ １ ０ ） と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段 付 き 貫 通  
孔 （ １ ２ ０ ） と が 設 け ら れ 、
前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） の 上 下 両 端 は 、 そ れ ぞ れ 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） と 頭 部 （ ２ ２ ０ ） で あ り 、
前 記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） は 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） に 嵌 設 さ れ 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） は  
、 前 記 頭 部 （ ２ ２ ０ ） が 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） の 下 端 に 対 応 し 前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０  
） が 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） の 上 端 に 対 応 す る よ う に 、 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ）  
内 に 穿 設 さ れ 、
前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 開 口 が 開 設 さ れ 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） は 前 記 開 口 に 覆 設 さ  
れ て 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） と で キ ャ ビ テ ィ を 形 成 し 、 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） は 、 前 記  
キ ャ ビ テ ィ と 連 通 し 、
前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） は 、 前 記 キ ャ ビ テ ィ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） の 両  
極 は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） 及 び 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ  
、
前 記 封 止 球 体 （ ６ ０ ０ ） は 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） に 設 け ら れ て 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） を  
封 止 す る こ と を 特 徴 と す る ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 １ の フ ラ ン ジ （ ２ １ １ ） が 設 け ら れ 、 前  
記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） の 上 面 が 前 記 第 １ の フ ラ ン ジ （ ２ １ １ ） の 下 面 に 当 接 す る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 外 周 面 に 、 環 状 の 位 置 決 め ス ロ ッ ト （ ２ １ ２ ） が 設 け ら れ 、 前 記  
絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） の 内 壁 に 、 前 記 位 置 決 め ス ロ ッ ト （ ２ １ ２ ） に 適 合 す る 環 状 突 起  
（ ３ １ ０ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の ボ タ ン 型 電  
池 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） の 上 端 の 外 周 面 に 環 状 の 第 ２ の フ ラ ン ジ （ １ ３ ０ ） が 設 け ら れ 、 前  
記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） が 前 記 開 口 に 張 り 出 す と と も に 、 前 記 第 ２ の フ ラ ン ジ （ １ ３ ０ ） の 下  
面 が 前 記 開 口 の 側 壁 に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） は Ｐ Ｐ 製 品 又 は Ｐ Ｅ 製 品 で あ り 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） は ス  
テ ン レ ス 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 材 質 で あ り 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） は ニ ッ  
ケ ル 材 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ で あ り 、 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） の 直  
径 は 、 ０ ． １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ で あ り 、 前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 直 径 は 、 １ ～ ４ ｍ ｍ で あ り 、  
前 記 頭 部 （ ２ ２ ０ ） の 直 径 は 、 ３ ～ ８ ｍ ｍ で あ り 、 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） の 前 記 下  
端 の 高 さ は 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池  
。
【 請 求 項 ７ 】
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請 求 項 １ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 を 製 造 す る た め の 方 法 で あ り 、
極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） と を 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） に 取 り 付 け る ス テ ッ プ ａ  
と 、
電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 装 入 し 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） を 前 記 底 部  
ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） に 取 り 付 け て 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） と で  
前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 包 み 込 み 、 次 い で 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） を 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４  
０ ０ ） に 溶 接 す る ス テ ッ プ ｂ と 、
注 液 孔 （ １ １ ０ ） に よ り 、 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と 前 記 底 部 ケ ー ス （ ４ ０ ０ ） と で 形 成 さ  
れ る キ ャ ビ テ ィ に 電 解 液 を 注 入 し 、 エ ー ジ ン グ し た 後 、 前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 化 成 す  
る ス テ ッ プ ｃ と 、
前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） を 封 止 球 体 （ ６ ０ ０ ） で 封 止 す る ス テ ッ プ ｄ と 、 を 含 む こ と を 特 徴  
と す る ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ス テ ッ プ ａ は 、 具 体 的 に は 、
前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） 上 に お い て 前 記 注 液 孔 （ １ １ ０ ） と 、 上 端 が 小 さ く 下 端 が 大 き い 段  
付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） を 作 製 す る ス テ ッ プ ａ １ と 、
前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） の 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） 及 び 頭 部 （ ２ ２ ０ ） を 作 製 し 、 次 に 、 前 記 極 柱 （  
２ ０ ０ ） を 、 前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） と 前 記 頭 部 （ ２ ２ ０ ） が 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ）  
の 上 端 と 下 端 に そ れ ぞ れ 対 応 す る よ う に 前 記 段 付 き 貫 通 孔 （ １ ２ ０ ） に 挿 入 す る ス テ ッ プ  
ａ ２ と 、
前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 前 記 上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と を 位 置 決 め し 、 前 記 極 柱 （ ２ ０ ０ ） と 前 記  
上 蓋 板 （ １ ０ ０ ） と の 間 に 絶 縁 材 料 を 注 入 し て 前 記 絶 縁 ス リ ー ブ （ ３ ０ ０ ） を 形 成 す る ス  
テ ッ プ ａ ３ と 、
前 記 円 柱 部 （ ２ １ ０ ） の 上 端 に 第 １ の フ ラ ン ジ （ ２ １ １ ） を 据 込 み 加 工 で 形 成 す る ス テ ッ  
プ ａ ４ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ス テ ッ プ ｂ の 前 に 、 正 極 シ ー ト （ ５ １ ０ ） 、 負 極 シ ー ト （ ５ ２ ０ ） 及 び セ パ レ ー タ （  
５ ３ ０ ） を 巻 回 し て 前 記 電 池 巻 芯 （ ５ ０ ０ ） を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 ７ に 記 載 の ボ タ ン 型 電 池 の 製 造 方 法 。
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